
超急傾斜農地の保全 超急傾斜農地で生産される農産物の販売促進等

片山 104 0 0 0 0 0 0 1 143,677 718,385

ドローンによる共同防除ま
たは自走式草刈り機にお
いて対象農用地90％を
100％にする。

11 2 0

上平井－４ 14 0 0 0 0 0 0 1 101,083 505,415

手作業では39時間かかる
が、ヘリコプターによる共
同防除により作業時間を1
時間30分に短縮させる。一
斉散布を行うことで防除効
果を向上し、害虫被害を軽
減させる。

11 2 0

出沢 26 0 0 0 1 37,778 37,778 226,668 1 1 0 0

吉川下組－２ 30 0 0 0 0 0 0 1 33,480 167,400

手散布では協定農用地全
体の作業に12.5時間かか
るが、へりこぷたーによる
共同防除により作業時間
を0.4時間に短縮させる。一
斉散布を行うことで防除効
果が向上し、害虫被害を軽
減させる。

11 2 0

吉川下組－４ 32 0 0 0 0 0 0 1 45,872 229,360

手散布では協定農用地全
体の作業に14時間かかる
が、ヘリコプターを使用した
共同防除により作業時間
を0.5時間に短縮させる。一
斉散布を行うことで防除効
果が向上し、害虫被害を軽
減させる。

11 2 0

黄柳野 46 0 0 0 0 0 0 1 175,824 879,120

手散布では作業に63時間
かかるが、ヘリコプターに
よる共同散布で2.25時間に
短縮させる。一斉散布する
ことで防除効果が向上し、
害虫被害を軽減させる。

11 2 0

守義 99 0 0 0 0 0 0 1 69,328 346,640

ヘリコプターによる共同防
除の実施率を91％に引き
あげる。また、35時間要し
ていた農薬散布作業を1時
間に短縮させる。

11 2 0

善夫１ 63 0 0 0 0 0 0 1 27,225 136,125

ドローンによるオペレー
ターを育成するとともに、農
薬散布に要する時間を
12.5時間から1時間に縮小
させる。

11 2 0

善夫２ 64 0 0 0 0 0 0 1 133,152 665,760

ドローンを導入し、オペレー
ターの育成を行うことで、ド
ローンを用いた農薬散布
の時間を50時間から10時
間に短縮する。

11 2 0

滝ノ入 71 0 0 0 0 0 0 1 12,509 62,545

10aあたり10時間かかる農
薬散布を、スマート農業を
活用した共同防除によって
1時間に短縮し、農業者の
負担を軽減させる。

11 2 0

中河内 102 0 0 0 0 0 0 1 104,166 520,830

ドローンによる共同防除を
実施。そのためのオペレー
ターを育成。農薬散布を行
う面積を80％から85％に
拡大する。

11 2 0

北畑 79 0 0 0 0 0 0 1 46,680 233,400

10aあたり35時間かかる農
薬散布をスマート農業を活
用した共同防除によって3
時間に短縮し、農業者の
負担を軽減させる。

11 2 0

田代 107 0 0 0 0 0 0 0 1 114,968 344,904

集落外の担い手
に集積する。集
積面積を現状
240aから令和11
年度までに328a
まで増加させる。

11 2

Ⅴ　集落機能強化加算の経過措置Ⅳ　スマート農業加算Ⅱ　超急傾斜農地保全管理加算
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富岡東部 93 0 0 0 0 0 0 1 462,268 2,000,000

ヘリコプターとドローンによ
る共同防除を実施します。
そのため、オペレーターの
育成に注力するとともに農
薬散布を行う面積を81％
に拡大します。またGPS機
能が付いたトラクターなど
の農機を含み85％に拡大
します。

11 2 0

四谷 101 1 2,450 2,450 24,500 1 52,985 52,985 741,790

管理面積11.3ha
を維持する。四
谷の千枚田の保
全活動に取り組
む新たな人材を
育成し、現在の
23人を維持す
る。

11 2
棚田米の新米を
累計1t販売供給
する。

11 2

都市農村交流イ
ベントを年2回以
上開催し、新たな
組織の参画を2
組織増やし棚田
の保全を行う。

11 2 0 0 0 0


